
授業科目名 自然科学実習 (生物学) 担当教員
教授　松崎　有未
（他　日程表に記載）

開講年次･学期 １年後期 必修/選択 必修

開講形態 実習 時間数/単位数 自然科学実習で２単位

準備学修に必要な学修の時間
各講義の中で指示します。

 「生物学実習書」を配布する。

1. 顕微鏡の取り扱い、観察法を修得する。
2. 細胞、組織、器官、個体までの観察を通して生物の全体像を把握する。
3. 科学的プレゼンテーションの方法とレポート作成能力を鍛える。

１.　実験の基本操作を身につける。
２.　顕微鏡を自由に操作し、すばやく対象物を見ることが出来るようになる。
３.　パワーポイントを使ったプレゼンテーションの基本を身につける。
４.　レポートを書く科学的表現能力を高める。

　出席、実習態度、項目ごとに行われるプレゼンテーションとディスカッションを総合的に評価する。

教科書･参考書･視聴覚･その他の教材

授業概要

ＧＩＯ（一般目標）

ＳＢＯ（行動目標）

成績評価の方法

生命の基本である細胞の観察、マウスの外部形態および内部形態の観察、根本的な生命現象の一つであるアポ
トーシスの検出を行う。これらの実習を通じて、実験計画の立案、実験の遂行、結果の観察と記録などの実験に対す
る取り組み方を学ぶ。また、項目ごとにプレゼンテーションおよびにディスカッションを行う。これは、観察した事柄を科
学的・客観的に表現する訓練であり、今後の基礎医学・臨床医学の実習においても必須のことであるので特に力を入
れて指導する。



授業科目名 自然科学実習(物理学･化学) 担当教員 藤井　政俊、吉川　倫太郎

開講年次･学期 １年後期 必修/選択 必修

開講形態 実習 時間数/単位数 自然科学実習で２単位

準備学修に必要な学修の時間
各講義の中で指示します。

コア・カリとの関連
準備教育モデル・コア・カリキュラム
　１　物理現象と物質の科学　２－（１）生命現象の物質的基礎

成績評価の方法
　出席とレポートに実習態度を加味して評価する。

教科書･参考書･視聴覚･その他の教材
　物理学実習，物理化学実習，有機化学実習それぞれプリントを配布する。
（参考書）
　　化学同人編集部編「実験を安全に行うために」（化学同人）
　　化学同人編集部編「統・実験を安全に行うために」（化学同人）
　　古川泰三編「改訂新版　物理学実験」学術図書出版社
　　Raymond Chang 著 「生命科学系のための物理化学」（東京化学同人）
　　池田正澄ほか著　「有機化学入門」（廣川書店）

オフィスアワー
　各教員に問い合わせて下さい。

１）実習指針の原理を理解し，その指示にしたがって実験を行い，実験内容や測定値を記録することができる。
２）実験記録に基づいて実験結果を述べる。または，測定結果を解析し指定された物理量を算出できる。さらに，適
切な考察を加えてレポートを作成することができる。

授業概要
先端的研究であれ，基礎的研究であれ，実際に進められている研究を目の当たりにすると，ここで行う実習の内容

と著しい差異を感じるかもしれない。しかし，本実習は先端的機器に頼らず，出来るだけ原理的な方法を用いて，物
質の化学反応や化学的性質を導き出すやり方で行われる。それは講義で学んだ原理や法則がこのような実験を行う
ことにより，きわめて明確になるし，確実な知識として理解を深めることが出来るからである。また，できるだけ原理的な
方法で測定すると誤差がどこからうまれるかが良く理解できる。原理に立ち返って考え，観察する習慣はどんな場面
でも必要なアイテムである。こうした習慣を身につけることは，実験計画をどのように立てるか，どのような測定をしたら
現在抱えている問題を解決できるか，などを考える力，細かな点まで注意深く観察する力を養うことに大いに役立つ
はずである。

ＧＩＯ（一般目標）
化学や物理学の実験がどのように行われるかを体得することにより，１）物質の反応や性質，実験の原理や法則に

対する理解を深める，２）原理に立ち返って考える習慣や注意深い観察力を養う，３）実験器具の取り扱い法を学ぶ，
ことが重要な目的である。教科書ではわずか１行しか記述されていないような事実にも，それが確立されるまでに膨大
な実験が行われているのが普通である。講義による受動的な学習では，つい忘れがちになるこのことを，みずから実
験し能動的に学習することによりいささかでも感じ取ってもらいたい。

ＳＢＯ（行動目標）


